
中国との 交流

中国早期建築の研究

日本学術娠興会の特定国派遣研究員(長JUJ)として， 1992年 5月16日から 8月29日まで，中国

で表記の研究に従事した。おもな受け入れ機|刈は，中国社会科学院考古研究所である。研究の

対象は，主として新石慌時代から18代にかけての建築と都城であり， 北京のほかWf江 ・制珪・

峡酉 ・1m川 ・チベット ・主主南.!J訪日江 ・進主主の各地で，数多くの遺跡 ・古建築 .T}l物館を訪れ

ることができた。とくに印象深かったのは.制建省武山山市近郊の崇安械遺跡 (i矧't)である。

崇安城は， r文物j その他の学科:j~t.誌に発tIil J主来がいくどか報告されてきたが，造物 ・ 遺構のあ

らゆる1Jl1JiTtiに中原系の要素と|品l位土着の製紫が見られるため， 遺跡の担い手に|刻する議論が大

きく分かれてきた。建築造桃に限定しても， ~I';''';殿建築の外観を中j京系の台附建築に見せながら，

その1)刊JIには南方系のiEJi床式建築技術を応用しており，このような建築を築造したのが， J~'，J越

人だったのか， l十j下した中町、渓人だったのかは，いまだに断定しにくい状況にある。それにし

ても，どうやら私は，この遺跡を訪れたはじめての外国人研究者であったようで， l持殊な建築

造械をつぶさに観察できたのは，まことに幸ijlliだったというほかない。現地で12年間も発掘に

機わか今回も私を案内していただいた張Jtifij:氏 (稲ill'(i博物館)に，この場を借りて，感謝の

気持ちを記しておきたい。

このほか，滞在JVJJIIJ 中には，小野世住吉 ・i此口正人 ・杉本和樹3氏の協力を得て，芸術学?ナシ

族の母系社会と建築技術に閲する部j査もおこなった({~宅総合研究財団の助成による)。 この成果

については， r奈良国立文化財研究所創立40周年記念論集jを参照されたい。 (浅川滋リJ)
交河故域保存修復のための調査

この調査は，ユネスコによる中国新腕ウイグル自治区交河故城保存修復プロジェクトの第一

段階として尖施したものである。ユネスコからの要約により， 1 992年 8 月に IIlr lE~が概況調査

のため現地を訪れたのに続き，同年10-]]月に村上|を・小野生tt吉・小沢毅 ・文化庁記念物諜の

桂雄三氏らが，新112ウイグル自治区文化庁 ・新彊考古研究所と共同で，現地の悲礎調査を実施

し，その成占Ii:報特を午n文 ・英文でユネスコに拠/1¥した。

遺跡綴要 うど河放城は，シルクロード天山市路沿いのトルファン市の近郊にある者JI城遺跡。2本

の河川が合流する地点に位irìする柳禁状の台地 (lt~・:j30m，長さ 1 .7km， ~f，iO.3kl1l ) 上にある。

B.C.2世紀に111師前回が王j成を位き，J，占代には安問者11議l好が-JI寺JUJilLかれt }，'fの西域経営の中

心となった。その後も都市として存続したが.モンゴルの勢力により14世紀に滅亡した。 現在

残っている郁市遺跡は，おもにjAf代に建設された役所 ・住居 ・寺院 ・墓地などである。

調査成果 小沢は，泣跡内の建物の構築法が，J也山削り11¥し，版築，生煉瓦の航み上げの 3種類

に大別され，それぞれの分布が建物の秘類とともに明確な特徴を示す事を指摘した。また.小

沢 .;J、U!I'・lま，本格別査に際し正確なiJ!IJiL(に器つ'いた宍iJIIJ図の作成が不可欠で、ある事を抗日ーした。
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村上は.壁体構成材の材質分析と現地での24 11'.\'川の漏出度計ìl[lJIこ 1，~づき ， 凍結融解現象が壁体

の劣化のー凶となっている可能性を指摘し，今後合成制)J行などを用いた本格的な保存処理を実

施するとすれば.現地でのテストを重ねる必裂があることを折摘した。小切・は，後i止の要素を

合まない純粋な遺跡公制の主裂性を折摘し，その)jtfOl保護を舵号した。また，遺引1.の人的位指

を防止するため， 観光省:の比学ルー ト設定の~t案を 1ì't/1¥した。

華 北 古建築調 査

(小~!r'fd!i'i) 

1992年8月9日より23日まで，"，国華北の古建築の調査および修理方針の検討会に参加する

ために訪中した。 調査問は鈴木所長，医l ::iiJ!f民|専の j知人，~JF.士教授\京大人文ìiJfの問中淡助教授

および藤田山児の41'，で，国家文物局，文物研究所，iJli川省文物局. iITJ;1ヒ符文物J弓.111iL41'i古

建築保存研究所などのお世-話になり， lNにlii(e-!'T'文氏は終始liiJ行して下さった。主な;U，¥J査対象は，

山西省では，大IfiJ市の上:rWINt=!j:・下1荘厳守-LE尚石間 ・=.'(f化ミ'j:.Hi.iW県の懸宝寺・ 7I<安寺，応

県のイム宮寺釈迦搭 (いわゆるk.M木椛)，代県の技後，大i11，(市の文1(iJj・ノI<iil昨手'):， fl)~，!，の県減なとで

ある。とくに，1.1::.県木搭はひどい主みが生じ.l'岐Hiの危険性が正:Jまっているので，文物研究所

の管理のもとに修理が計阿されており，その方針を検討する学術会議が. [J本1l!1Jのほかに，修

理を担当する文物研究所の張子平氏， 111同名古建築保存研究所の柴博俊所長，オ，J;{t保管所長，

応県県長らが参加 しでもたれた。 訓査の後半では f!\lj~l，tの独楽寺，天津市の市東|凌などを訪れ，

独楽寺では文物研究所の余I!!与謙 ・孔祥珍両氏や， 天i-司1桁|

金針|に |凶刻する会議をもつた。 純水造建築のj餅ijlf.刊イ休~， fl修多四型11*絞:ゲ干l験段の少ない l小ド 閤でで、 は， 日本側の木椛造への

理解と修理H経験が少なからず役立つものと思われた。また国家文物同の張徳助局長による歓迎

会が1mかれるなど，中国側のJUJ待が大きいことが伺えた。

日本古代都城と中国陪唐都城との考古学的比較研究

(藤mj~B~)

]99]年6月に奈良国立文化財研究所と中聞社会科学院考古研究所との川で淵印した「友好共

同議定書」による「日本古代都城と中国111-jl;[f者1¥械との考古学的比較研究jの2年目にあたる。

共同研究は文部省科学研究補助金(国際Jtl'i]研究.代表鈴木必計)によるもので.8月には鈴木京

背 ・111]'回12-上限兵人がJ吐き，代表的な'1'図の者1¥城j担跡、を，U，¥J査した。次に10月4日から 2ヶ月

11¥1， i!_4口寿!:I二・寺山ij保広を考古研究所に派遣し，治|場減の白川易宅跡、の発}ft]調査に参加すると

ともに . 各地の者1\械泣跡; ・ 造物の部l査を行った。 特に今回はi日出~ I州系の遺跡と J立物，および法

的なとを実見することができた。一方.10月28日から 2ヶ月間1，中国社会科学院考古研究所の

朱岩石・包強の 21'，が来日し.平城山跡・藤原円以;の発i}.ilに参加するとともに， 日本考古学の

現状について研究した。 1 99311~ 3 )1には，考，'，M究所から徐光北副所長はじめ，段鵬時 -i15承

i'f.社玉生の祐氏が来 !こlし， 奈良国立文化財研究所において「円中部域研究の現状llJと題す

る公開の研究会を開催し，討論とうど流を深めた。中国側lの発表は徐「京貌北子千葉1¥城朱liJJ門湖、の

司，¥j査とiiJf究J.段「波数治|場城跡/1'，こ仁の北側磁出と}Jiti:fill土保J，-l'1: r北鋭治|場外1~li城の発見と研

究J . 鴻 rlíMf治|場城の九洲池跡の発抑制作」 であった。(寺~/.j保広)
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